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【事前課題１】サービス（支援）提供事業所としての自己検証（振り返りシート） 

 

市 町 村 名  

サービス（支援）の種類  

事 業 所 名  

氏 名  

 

以下の事項について、可能な限り直近の事業所での取組を振り返り記載してください。 

 

１-１．組織体制の取組の良いところとその理由 

（記入参考：研修会の開催、多職種交流、/ 多職種理解等） 

 

 

 

１-２．組織としてサビ児管のフォロー、バックアップ体制がどのように取られているか 

（記入参考：組織内サビ児管研修、相談等できる体制 等） 

 

 

 

 

２-１．チームワークの取組の良いところ 

（記入参考：活動プログラムの企画・立案をチームで検討している・チームアプローチ等） 

 

 

 

２-２．良いチームを作る（維持する）ためにサビ児管として行っていること 
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【事前課題２】サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者（サビ児管） 
振り返りシート（自己検証用） 

 

以下の事項について、可能な限り直近の振り返りを記入してください。 

※この振り返りシートは、サビ児管に求められている役割に対して、現時点でどこまで行えているのかを

振り返り、不十分な点はどのようにすれば向上するかを確認しています。 

 

１．個別支援計画について 

（１）個別支援計画の作成について 

①個別支援計画の作成は、サビ児管にとって重要な業務です。あなたが担当した利用児・者に対して、 

意思決定支援に配慮して、作成時に工夫している点を記入してください。 

 

 

 

 

 

②利用者本人が、わかりやすい支援計画にするために、工夫や配慮している点を記入してください。 

 

 

③研修後どのように取り組みますか。（参考にしたい他者の実践・アイデア等を演習中に記入してくださ

い） 

 

 

 

 

（２）日常的なアセスメントとモニタリング 

①サビ児管は、計画を作成することも重要ですが、日常的なアセスメントを通じて本人の意思を確認し、

必要に応じて修正を加える等、丁寧なモニタリングが求められます。日常的に利用者の状況把握や支援

の確認をどのように行っていますか？ 

 

 

 

 

 

②令和 6 年度からモニタリング会議や支援会議には本人参加が基本となっていますが、参加できていま

すか？ また、参加にあたり具体的な方法や工夫があれば記入してください。 
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③利用者から、希望や想いを聞き取りする際の工夫や配慮点を記入してください。 

 

 

④研修後どのように取り組みますか。（参考にしたい他者の実践・アイデア等を演習中に記入してくださ

い。） 

 

 

 

 

２．他の従業者に対する技術指導及び助言について 

①人材育成はサビ児管として重要な責務の一つです。現場で未熟さやバックアップが必要な従業者に対

してスーパービジョン・グループスーパービジョンを取り入れた人材育成を行っていますか？行ってい

る場合、その効果を記入してください。行えていない場合、現在どのような指導・助言・育成を行ってい

るか記入してください。 

 

 

② 人材育成において、工夫や配慮している事を記入してください。 

 

 

③研修後どのように取り組みますか。（参考にしたい他者の実践・アイデア等を演習中に記入してくださ

い。） 

 

 

 

 

３．虐待防止について 

①サビ児管は日頃より業務全体を把握し、虐待の芽を摘むような役割が強く求められます。日頃より職員

の業務に注意深く目を向け、不適切な言動などには注意を払い、良い取組や支援に対しては評価するな

ど、虐待防止に向けた具体的な取組や、日頃の点検方法など工夫している点を記入してください。 
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②あなたが思う（感じる）“丁寧な支援”とはどのような支援ですか？ 具体的な取組もあれば、記入

してください。 

 

 

③研修後どのように取り組みますか。（参考にしたい他者の実践・アイデア等を演習中に記入してくださ

い。） 

 

 

 

【事前課題３】サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者（サビ児管） 
振り返りシート（連携用） 

 

以下の事項について、可能な限り直近の振り返りを記入してください。 

※この振り返りシートは、サビ児管に求められている役割に対して、現時点でどこまで行えているのかを

振り返り、不十分な点はどのようにすれば向上するかを確認しています。 

 

１．相談支援専門員との連携 

① 利用児・者の希望する生活を実現していくためには、連携する関係者の中で、相談支援専門員との連

携は特に重要と言われています。相談支援専門員とどのように連携や情報共有を行っているか、記入

してください。 

 

 

②研修後どのような取組を行いますか。（参考にしたい他者の実践・アイデア等を演習中に記入してくだ

さい。） 

 

 

２．地域連携 

① 障害児・者が地域資源（インフォーマルサービス）を活用し、地域での生活や経験をすることは、も

のごとを選択（意思決定）する際に選択肢が広がり、とても重要です。事業所で行われる日常的な活動な

どにおいて、身近な社会資源の活用や、地域資源（インフォーマルサービス）との連携について、記入し

てください。 
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② 地域社会との接点が拡大する取組の工夫や地域関係機関との多職種連携の状況を記入してください。 

 

 

③ 研修後どのように取り組みますか。（参考にしたい他者の実践・アイデア等を演習中に記入してくだ

さい。） 

 

 

 

３．自立支援協議会への参加について 

①地域の様々な関係者による連携や体制強化のための場として、各自治体に設置されている（自立支

援）協議会はどのような部会があって、どのようなことが審議されているかなど、協議会について調

べ、その内容を記入してください。 

 

 

② ①で調べたことにより、知ったことや気づいたことを記入してください。 

 

 

③ 協議会に参画するために何から始めますか？ 

既に参画している方は、現状及び今後の活動予定等について記入してください。 

 

※1 上記設問 3-①は、自立支援協議会について調べてきてください。 

参加者・部会・組織体制・協議内容等 

 

 

※2 演習 1 日目は、この事前課題を用いてグループワークを行いますので、自身の事業所・業務・連携

等振り返り、記入してください。 


